八頭町総合教育会議（第１２回）　会議録

一　日　　　時　　　令和７年１２月２４日（水）１５：００～１６:５０

二　場　　　所　　　船岡庁舎　２階　第１会議室

三　出 席 者　　 田町長　藤田総務課長

薮田教育長　小林委員　上島委員　大上委員　谷口委員
事 務 局　　 奥平次長兼学校教育課長　田中社会教育課長

書　　　記　　　学校教育課主任　小谷

四　議事日程　　　１　開　　会

２　会議録署名委員の指名
３　町長あいさつ
４　協議事項
（１）令和７年度全国学力、学習状況調査の結果

（２）令和８年度当初予算の基本方針について

①八頭町共通学力検査
②少人数学級
③特別支援員の充実

④通級指導の充実

⑤特別支援学校登校支援（医ケア児含）

⑥大学等入学支援事業

⑦八頭高等学校生徒下宿費補助金

⑧八頭町県外優秀アスリート受入支援事業

⑨県外優秀アスリート民間学生寮運営事業

⑩スポーツ指導員の継続配置

⑪ふるさとキャリア教育事業
⑫療育整体による発達障害児等の支援業務
⑬卒業証書の作成
（３）いじめ・不登校の状況について
（４）ICT、DXの取り組みについて

　　ICT支援員の継続配置、スパトレ、eラーニング、百問繚乱

　　ライフイズテック、日本海新聞forスタディ

（５）小・中学校改修事業について
（６）各校コミュニティ・スクールの状況について

（７）今後の課題

①中学校休日の部活動地域移行（地域展開）について

②学校給食について

③公民館（地区公民館含）のありかたについて

④体育館の空調設備について

⑤船岡ゲートボール場の今後について

５　その他
６　閉会
―　会　議　の　経　過　―
１　開　会　１５：００

２　会議録署名委員の指名

　　小林教育委員　　上島教育委員

３　町長あいさつ
教育は子どもたちに欠かせないもの。単に勉強するだけでなく、１人の社会人として育てるための根本だと思う。子どもたちは地域の宝と言われるが、少子高齢化、特に少子化が進んでいる現状。地域で子どもたちを育てるのが大きな課題であり、コミュニティスクールは立ち上げから数年経つが、学校、家庭、地域が１つになって子どもたちの健やかな成長を願いたい。昔はICTなどなかった。今の子どもたちは多方面に渡り大変だと思う。給食費無償化の骨格がまとまったが、他に体育館の空調関係の整備なども行政として考えていかないといけない。教育環境を整えるのも行政の仕事だと思うので一緒になって考えていきたい。
４　協議事項
（１）R７全国学力、学習状況調査の結果について
全国平均を下回る学校もあり、結果はあまりよくなかった。中学校は県平均・全国平均を下回る。いずれにしても低い傾向にある。質問紙（６）（１２）は県平均・全国平均を上回っており、先生が子どもたちへの関わりに力を入れてくれているのだと思う。学校それぞれで課題を持ち、取り組むべき対策を共通理解して来年度に向けて進めていきたい。
（２）R８当初予算の基本方針について

1 八頭町共通学力検査
八頭町では６つの学力調査をしており、そのうち③八頭町標準学力調査、④知能検査、⑤i-check検査は町費で実施しており、引き続き実施していきたい。
2 少人数学級
中学校３年生の協力金として１名分２００万円の予算措置をお願いしたい。
3 特別支援員の充実
今年度は小学校１７名、中学校２名を配置しているが、引き続きお願いしたい。

（町長）特別支援の児童数は増えているか。

（教育長）ほぼ横這いの状況だ。

4 通級指導の充実
通常学級に在籍する児童に対して、障がいに起因する様々な課題の改善、克服を目的として通級指導教室を開設している。郡家西小学校に開設し、八東小学校には週１回巡回指導を行っている。タクシーでの送迎支援もしている。
5 特別支援学校登校支援（医ケア児含）
県立特別支援学校に通う児童生徒の中で、バスに乗車できない児童に対して登校支援をしている。ライフデザインへの委託と、町雇用看護師・運転手とで行っているが、ライフデザインは人手不足で継続が難しいと言われている。町で看護師を雇用して対応するしかないと考えているが、なんとか継続して行っていきたい。白兎養護学校への通学支援は今年度から対象者はいない。
⑥ 大学等入学支援事業
経済的理由で進学が困難な方に対して、１人あたり３０万円の支援を行う事業。今年度は該当者１名。来年度は非課税世帯１４名だが、１４世帯全てが該当にはならないので８名分を予算計上している。
⑦ 八頭高等学校生徒下宿費補助金
令和８年度は現在の認定者１名、新入生の見込み５名、合計６名分を予算計上している。
⑧ 八頭町県外優秀アスリート受入支援事業
八頭高校に選抜制度で入学した県外からの生徒（ホッケー競技）について、生活費を補助することで金銭面の支援を行う事業。一人当たり月額５万円を支給している。来年度は新３年生７名、新２年生５名、新１年生９名、合計２１名を予算計上している。県と町がそれぞれ１／２の負担割合で、振込手数料は町負担のため、町の方がやや負担額が多い。
⑨ 県外優秀アスリート民間学生寮運営事業について
民間学生寮の運営費を町と県で１／２ずつ負担している。人件費が昨年より上がっている。人数が多い時に別場所を借りるための費用としての分室設置費用は計上していない。
⑩ スポーツ指導員の継続配置
ホッケーの普及･強化を目的に活動を行っている。スポーツ少年団の育成や県外アスリート受入事業などを行っている。
⑪ ふるさとキャリア教育事業

鳥取県の重要施策の１つとして取り組んでいるところ。今年度トライアル事業として写真家の水本さんに依頼し、各小学校で写真を撮ることでふるさとの魅力を実感し発信することを目的として実施した。郡家東小学校では大樹寺と上峰寺集落、郡家西小学校では青龍寺と郡家駅、船岡小学校では大江神社と隼駅、八東小学校ではコウノトリの撮影を行った。今年度は安い金額でしてもらったが、令和８年度は正式な事業として取り組んでいきたい。

（町長）県が推奨しているのに県補助はないのか。話をしてみてはどうか。
（教育長）県補助はない。話をしてみる。
（総務課長）実施してみてどうだったか。
（次長）評判もよかった。機材は子どもの数が必要なのでけっこうな数になる。機材費だけでも賄えるようにできればと思う。
⑫ 療育整体による発達障害児等の支援業務
１０月から小中学校で療育整体の支援事業を行っている。発達障がいのある児童への支援だけでなく、他の児童や困り感のある保護者への支援、学校環境の改善にも取り組んでいる。
（総務課長）やってみてどうか。
（教育長）一定の成果はある。学校に来れない子が来れたり、教室で学習に取り組める時間が増えたり、保護者への支援にもなっている。自主的に登校できるようになったなど明らかな変化が見られる。教員の負担軽減にも繋がっている。今年度は１０月からなので２００時間だが、来年度は年間で４００時間お願いしたい。
⑬ 卒業証書の作成
卒業証書は全て印刷とし、A4サイズの折り畳みケースとする予定。
（３）いじめ・不登校の状況について
1 令和７年度　児童生徒の不登校に関する調査
中学校で増加傾向が見られる。SSW、SC、みどりヶ丘教室での支援が効果を挙げているものもある。専門スタッフや専門機関とのつながりがない児童生徒があることが今後の課題である。
2 令和７年度　児童生徒の問題行動等に関する調査
大きな学校行事の後で問題行動やいじめが起こる傾向にある。SNS等を介した問題行動により加害者の数が多くなる特徴もある。問題が表面化しにくい。

3 やず教育支援センター「みどりヶ丘教室」の通級状況
現在２５名が通っている。
　 （教育長）不登校は横這いより多い。ずっと学校に来れていなかった生徒が文化祭を見に来れた。
　（委員）中学校は人間関係が広がる。自分に合う人、合わない人、教室が居心地が悪いと感じる子もいる。
（４）ICT、DXの取り組みについて
① ICT支援員の配置
めまぐるしく変わる環境下で現場の教員もなかなか時間が取れないため、ICT支援員の配置を引き続きお願いしたい。
（町長）県補助はないのか。県下で共通するものは県に話をしてみたほうがよい。
（教育長）県補助はない。
② スパトレ（オンライン英会話授業）
スパトレはアフターフォロー等がないため、来年度はインタラックに切り替える。

③ eラーニング（ICT機器を使った学習）

eライブラリーを使用していたが、来年度はAIドリルに変更する。

④ 百問繚乱（自動採点システム）

自動採点だけでなく集計や分析もできるので重宝されている。

⑤ ライフ・イズ・テック
（中学生向けテキストコーディングによるプログラミング教育教材）
プログラミング教材として引き続きお願いしたい。
⑥ 日本海新聞forスタディ
新聞を読むことは大切であり、地元ニュースを調べられたり、自分たちで新聞を作成したりする機能があり、今後も活用していきたい。
（５）小・中学校改修事業について

① 船岡小学校エレベーター設置工事
今年度末の完成に向け、工事は順調に進んでいる。
② 今後考えていく必要がある改修工事
　 (1)八東小学校体育館改修工事
建築から４０年以上経過しており、かなり古くなっているため、今後どうしていくか考えていく必要がある。
(2)町内小中学校体育館の非構造部材の耐震工事
令和１０年度までに完了するように通知されている。来年度予算には計上していないが、令和１０年度までに考えていかないといけない。
(3)小学校監視カメラ設置工事
夜間に敷地内への侵入や器物破損の被害が発生していることから、監視カメラを設置するもの。１月補正で対応させてもらう。
（６）各校コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の状況について
令和４年度から導入している。ボランティア参加者も増えたが、対象者を広げることなど課題もある。今後も情報交換等しながら、さらなる充実を図っていく。業務量管理健康確保措置実施計画を基に基本方針を策定し、学校運営協議会の承認を得ることが義務付けとなっている。
（７）今後の課題
①中学校休日の部活動の地域移行について
令和８年度から令和１０年度までの３年間を「改革実行期間（前期）」として位置づけ、県、市町村及び関係機関が連携して地域展開・地域連携に取り組むこととしている。本町としては、現在２名の外部指導者を配置しているが、継続配置することや他種目でも可能な人材があれば配置していくこと等が考えられる。どのような形で地域展開・地域連携ができるのか、移行しないという選択肢も含めて関係機関と連携していきたい。
（町長）部活動は広がらないか。
（教育長）指導者がなかなかいない。八頭町だけではないが、地域展開できるとは思えない。ただ外部指導者があればお願いしたい。
②学校給食について
調理員の年齢が上がっており、適正な人員配置と育成を行う必要がある。厨房機器の老朽化や劣化が進んでいるので、段階的な対応が必要になってくる。施設自体も老朽化が進んでおり、外壁や貯水槽の痛みが顕著に現れ始めているため、施設自体の更新等長期的なプランの検討が必要である。（教育長）給食費は公会計化はしない。
　③公民館（地区公民館含）のありかたについて
中央公民館は築４９年が経過し老朽化が進んでおり、どうするかを考える時期がきている。公民館のあり方については、将来的には４地区コミュニティセンターに集約し、まちづくり委員会事業と地域防災の拠点として運営していくことを最終目標と考えている。
④体育館の空調設備について

近年の夏は異常な暑さであり、学校では体育館においても体育の授業を行うことが困難となっている。近年、全国的に大規模な災害も頻繁に発生しており、体育館は災害時の避難所にもなっていることから、避難所としても早急にエアコンの整備が必要と考える。
（教育長）智頭町の体育館３箇所を視察した。島根県川本町をモデルとして、システムが１社にしかないものだったため、随意契約としたようだ。

⑤船岡ゲートボール場（船岡屋内多目的運動場）の今後について
建築から３４年が経過しており、老朽化が進んでいる。特殊な構造のため、腐食部分の改修はできない。取り壊して廃止するか、建て替えかを考えないといけない。現在、降雪時の使用は禁止としており、ペタンク、スポーツ少年団のサッカー、硬式野球が利用している。

　　　
５　その他
（委員）全国学力調査の結果について、教育のプロとして日々の授業にフィードバックしてほしいという話をした。八頭町全体の生活環境、教育含め課題があるが、できる範囲でしていただけたら、地域住民や子どもたちへ還元できると思う。
（委員）教育委員会の職員が行政職であることに意味がある。地域をよく知っているから、広く見ながら色々な課題を見つけてこられたと思う。船岡図書館を訪問した際に、本を手に取りたくなる仕掛け、借りた本へのコメント、ブックトラックの置き方など、学校にいると見えないが行政とつながることでできる環境だと感じた。療育整体は、子ども、保護者、先生が学ぶことができる。発達障がいの児童がいることは学校にとっても意味があり、専門性のある方にサポートしてもらえれば学校も落ち着き、先生も勉強になる。小学生は目標を持っているという解答が多いが、中学生は全国より少ない。中学校は自立していないと難しい。小学校でできるような気になって中学校に進んでいるのではないかと思った。キャリア教育をしっかりしないといけない。よく地域と関わっているはずなのに、なぜか児童はそう感じていない。CSのあり方を検討し、地域が授業に関わっていこうという思いが高まっていけばよいのにと思う。ふるさとを思い出すことを大事にする教育ができたらいい。
（委員）ＩＣＴ支援員は時代として必要となっており、県に相談するのも１つの手だと聞いたので、何か変わるかなと思う。友人が県外でＩＣＴ支援員をしており学校に常駐している。県外ではそれだけ手厚く支援されているので、予算を削ることがない形で向かってほしい。数字としても効果が見えている。療育整体は該当の子だけでなく、同じクラスの子、保護者へのサポートも効果があるようなので継続してもらいたい。
（委員）企業でも生産効率を上げるためにＩＣＴを導入している。業界や世界の流れもあるが、普段使っている携帯やどこの職場でもＡＩを活用していると思う。ロボットもいたるところで目にする。タブレットが持ち腐れとならないように、専門的な使い方を専門的な人に指導してもらうことも大事だと感じる。今の子どもたちがそれらを動かす世代にもなってくるので力添えをいただきたい。
（町長）学力は学校現場で頑張ってもらうしかない。予算についてはどこの自治体も苦慮している。特に工事は１千万円でできた要求が今は１千４百万円はかかる。材料や人件費の高騰によるものだ。できる限り期待に沿いたいが、教育に限らず地域のことも含め将来的なことも見据えた予算編成を検討したい。教育長は校長がなっていることが多いようだが、色々な考え方がある。学校現場とのつなぎは指導主事もいるので、今の形態でよかったと思う。

6　閉　　会　１６：５０

会議の経過を記載して、その相違がないことを証するためここに署名する。

　 　　　教育委員

　　 　　教育委員
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